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富田眞治 先生 
古希おめでとう 
ございます 
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アーキテクトから 
転進して 

プラットフォーマーを 
目指そう! 
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私事 
ですが・・・ 
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2015年12月末で 
九大を 

早期退職します 
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アーキテクトから 
転進して 

プラットフォーマーを 
目指します! 
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ロ
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人
口
知
能
的 

ア
プ
ロ
ー
チ 



1.  小売店販売員 
2.  会計士 
3.  一番事務員 
4.  セールスマン 
5.  一般秘書 
6.  飲食カウンター接客係 
7.  商店レジ打ち係や切符販売員 
8.  箱詰め積み降ろしなどの作業員 
9.  帳簿係などの金融取引記録保全員 
10. 大型トラック・ローリー車の運転手 
11. コールセンター案内係 
12. 乗用車・タクシー・バンの運転手 
13. 中央官庁職員など上級公務員 
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人工知能に 
奪われる 
職業 
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14.  調理人（料理人の下で働く人） 
15.  ビル管理人 
　　　　： 
　　　　： 
　　　　： 
22.  回路設計者 
　　　　： 
　　　　： 

34. コンピュータアーキテクト 
　　　　： 
　　　　： 

42. 大学教授 
　　　　： 
　　　　： 36	



アーキテクトから 
転進して 

プラットフォーマーを 
目指そう！ 
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奪われる側から 
転進して 
奪う側を 
目指そう！ 
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Intel 
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Google 



少し脱線 
します… 
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14.  調理人（料理人の下で働く人） 
15.  ビル管理人 
　　　　： 
　　　　： 
　　　　： 
22.  回路設計者 
　　　　： 
　　　　： 

34. コンピュータアーキテクト 
　　　　： 
　　　　： 

42. 大学教授 
　　　　： 
　　　　： 41	
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機械 
学習 
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モデル 

HW, SW, P SW, P 

HW 



14.  調理人（料理人の下で働く人） 
15.  ビル管理人 
　　　　： 
　　　　： 
　　　　： 
22.  回路設計者 
　　　　： 
　　　　： 

34. コンピュータアーキテクト 
　　　　： 
　　　　： 

42. 大学教授 
　　　　： 
　　　　： 44	
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閑話休題 
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アーキテクトから 
転進して 

プラットフォーマーを 
目指そう！ 
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的
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プラット 
フォーマー 
とは? 
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エコシステム 
運用者なり! 
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プラットフォーム 55	



エコシステム 
を造り、 

そして回す! 
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プラットフォーム 

ビジネス 
Target [顧客] 

Value [提供価値] 
Profit [収益の仕組み] 

Capability [経営資源/運用] 
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Google 
Apple 

Facebook 
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プラット
フォーム 
3原則 
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1. 共有価値観 
2. オープン 
3. 収穫逓増の法則 
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61	



持続的 
価値創造 

62	



むらかみが 
手がける 

プラットフォーム 
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1. AIBOD 
2. DLP 
3. CSB 
4. 地方創生PF 
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1. AIBOD 
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3. CSB 
4. 地方創生PF 
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プラットフォーム 

オープンデータエコシステム 
ビジネスモデル 
Target [顧客] 

Value [提供価値] 
Profit [収益の仕組み] 

Capability [経営資源/運用] 

オープンデータ
ビジネス 
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ー
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70�

プラットフォーム 

オープンデータエコシステム 
ビジネスモデル 
Target [顧客] 

Value [提供価値] 
Profit [収益の仕組み] 

Capability [経営資源/運用] 

ロングテール=地方 



全国規模で 
オープンデータ 
エコシステム 

を回す 71	



地方創生PF 
運用方針 

72	



1.  オープンデータの存在を前提に、社
会システムを再定義・再設計する 

2. 地方行政をビジネスと捉える 
3. 上記社会システムをエコシステムと

して実装する 
4. 地方を「ロングテール」と見做し、

上記エコシステムを全国規模で回す 
73�



1.  オープンデータの存在を前提に、社
会システムを再定義・再設計する 

2. 地方行政をビジネスと捉える 
3. 上記社会システムをエコシステムと

して実装する 
4. 地方を「ロングテール」と見做し、

上記エコシステムを全国規模で回す 
74�



キーワード 
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1. 地方創生 
2. オープンデータ 
3. 稼ぐまち 
4. エコシステム 
5. ロングテール 
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1. 地方創生 
2. オープンデータ 
3. 稼ぐまち 
4. エコシステム 
5. ロングテール 
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政府の 
地方創生 
ビジョン 

78	



1. 若い世代の就労・結婚・子
育ての希望の実現 

2. 「東京一極集中」の歯止め 
3. 地域の特性に即した地域課
題の解決 

79�



政府の 
地方創生 
ミッション 

80	



1. 地方における安定した雇用を創出す
る 

2. 地方への新しいひとの流れをつくる 
3. 若い世代の結婚・出産・子育ての希
望をかなえる 

4. 時代に合った地域をつくり、安心な
くらしを守るとともに、地域と地域
を連携する 

81�



むらかみの 
地方創生 
ビジョン 

82	



地方に自然と 
1. ヒトが集まり、 
2. シゴトが生まれ、 
そして 

3. マチが活き活きしている 
83�



むらかみの 
地方創生 
ミッション 

84	



オープンデータ 
エコシステムで 

1. ヒトを集め、 
2. シゴトを生み、 
そして 

3. マチを活き活きさせる 
85�



キーワード 
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1. 地方創生 
2. オープンデータ 
3. 稼ぐまち 
4. エコシステム 
5. ロングテール 

87�



オープン 
データ 

88	



誰もが任意の目的
に、自由に利用・
修正・再配布可能

なデータ 
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少し脱線 
します… 
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いわゆる 
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オープンデータ 
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時代は 
ビッグデータ 

から 
オープンデータに! 
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OPEN 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

いわゆる 
ビッグデータ 

いわゆる 
オープンデータ 

ビッグ& 
オープンデータ 

CLOSED 
PRIVATE 
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オープン 
であることが 

重要! 
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でないとは? 
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現在の 
ビッグデータ 
アプリは？ 
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103	



コスト/ 
パフォーマンス 

向上 
104	



OPEN CLOSED 
PRIVATE 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

コスト/ 
パフォーマンス 

向上 

105	



データ活用の 
アイデアに 

限界! 
106	



一方、 
107	



オープン 
であるとは? 
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提供者 
活用者 
分離 110�



データ 
自由化 
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データ 
× 

アイデア 
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113	



データを 
どう価値/お金 
に換えるか？ 
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オープン 
データ 
ビジネス 

115	



OPEN CLOSED 
PRIVATE 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

コスト/ 
パフォーマンス 

向上 

課題解決 
価値創造 
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質
的
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OPEN CLOSED 
PRIVATE 

BIG (=Volume/Variety/Velocity) 

NOT SO BIG 

コスト/ 
パフォーマンス 

向上 

課題解決 
価値創造 
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大きな 
課題解決 
価値創造 



閑話休題 
121	



地方創生PF 
運用方針 

122	



1.  オープンデータの存在を前提に、社
会システムを再定義・再設計する 

2. 地方行政をビジネスと捉える 
3. 上記社会システムをエコシステムと

して実装する 
4. 地方を「ロングテール」と見做し、

上記エコシステムを全国規模で回す 
123�



社会システムの 
ビジネスモデル 
を再設計する! 

124�



従来の 
社会サービス 

今後の 
社会サービス 

事例 従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 ? 

Value 
[提供価値] コモディティ ? 

Profit 
[収益モデル] 税金 ? 

Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 ? 

125	



課題 
1 

126	



収益モデルを 
どうするか? 
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受
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提
供
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第
三
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広告モデル 
フリーミアムモデル 

… 
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従来の 
社会サービス 

今後の 
社会サービス 

事例 従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 ? 

Value 
[提供価値] コモディティ ? 

Profit 
[収益モデル] 税金 広告モデル 

フリーミアムモデル 
Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 ? 

131	



課題 
2 
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ケイパビリティ
をどうするか? 

133�



キー 
アイデア 
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オープンデータ 
ビジネス 

5つ星モデル 
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★★★★★	データとデータを混ぜ合わせる 

★★★★	 データとデータを重ね合わせる 

★★★	 データを可視化する 

★★	 複数のデータを集める 

★	 データそのもの 
139	



従来の 
社会サービス 

今後の 
社会サービス 

事例 従来の 
行政サービス 

今後の 
行政サービス 

Target 
[顧客] 地域住民 ? 

Value 
[提供価値] コモディティ ? 

Profit 
[収益モデル] 税金 広告モデル 

フリーミアムモデル 
Capability 
[運用/資産] 

地方自治体職員 
公共施設 オープンデータ 

140	



地方創生PF 
運用方針 

141	



1.  オープンデータの存在を前提に、社
会システムを再定義・再設計する 

2. 地方行政をビジネスと捉える 
3. 上記社会システムをエコシステムと

して実装する 
4. 地方を「ロングテール」と見做し、

上記エコシステムを全国規模で回す 
142�



キーワード 
143	



1. 地方創生 
2. オープンデータ 
3. 稼ぐまち 
4. エコシステム 
5. ロングテール 

144�



145	



まちづくりを 
成功させる 

「10の鉄則」 
146	



1.  小さく始めよ 
2.  補助金を当てにするな 
3.  「一蓮托生」のパートナーを見つけよう 
4.  「全員の合意」は必要ない 
5.  「先回り営業」で確実に回収 
6.  「利益率」にとことんこだわれ 
7.  「稼ぎ」を流出させるな 
8.  「撤退ライン」を最初に決めておけ 
9.  最初から専従者を雇うな 
10. 「お金」のルールが厳格に 

147�



まちを 
変える 

「10の覚悟」 
148	



1.  行政に頼らない 
2.  自ら労働力か資金を出す 
3.  「活動」ではなく「事業」としてやる 
4.  論理的に考える 
5.  リスクを負う覚悟を持つ 
6.  「みんな病」から脱却する 
7.  「楽しさ」と利益の両立を 
8.  「入れて、回して、絞る」 
9.  再投資でまち全体に利益を 
10. 十年後を見通せ 

149�



プラット
フォーム 
3原則 

150	



1. 共有価値観 
2. オープン 
3. 収穫逓増の法則 

151	



プラットフォーム 

オープンデータエコシステム 
ビジネスモデル 
Target [顧客] 

Value [提供価値] 
Profit [収益の仕組み] 

Capability [経営資源/運用] 

オープンデータ
ビジネス 

152	



地方創生PF 
運用方針 

153	



1.  オープンデータの存在を前提に、社
会システムを再定義・再設計する 

2. 地方行政をビジネスと捉える 
3. 上記社会システムをエコシステムと

して実装する 
4. 地方を「ロングテール」と見做し、

上記エコシステムを全国規模で回す 
154�



課題 
3 

155	



ビジネスとして 
どうスケール 
させるか? 

156�



キー 
アイデア 

157	



ロングテール 
に学ぶ! 

158	



159�



160�



ICTで 
ロングテール 
が顕在化! 

161�



162�

BEFORE ICT 



163�

AFTER ICT 



ヒット主義から 
ニッチ主義へ! 

164�



なぜ 
起きた? 

165�



166�

ニッチにとって、 
1. 生産手段がない、または、生産コストが高い 
2. 流通手段がない、または、流通コストが高い 
3. 需要と供給をマッチングさせることができない 

BEFORE ICT 



ICTで 
1. 生産手段の民主化 
2. 流通手段の民主化 
3. 需要と供給のマッチング 

が可能に! 
167�



168�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• デジタルビデオカメラ 
• 音楽・ビデオ編集ソフト 
• ブログ 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 

• Amazon.com 
• eBay 
•  iTunes Store 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ 

• Google 
• リコメンデーション 
• SNS 

クリス・アンダーソン、ロングテール、ハヤカワノンフィクション文庫、2014年　を元に加筆 



地方創生PF 
運用方針 

169	



1.  オープンデータの存在を前提に、社
会システムを再定義・再設計する 

2. 地方行政をビジネスと捉える 
3. 上記社会システムをエコシステムと

して実装する 
4. 地方を「ロングテール」と見做し、

上記エコシステムを全国規模で回す 
170�



171�

ロングテール=地方 



ロングテール 
を地方創生 
で再現する!  

172�



ヒット主義から 
ニッチ主義へ! 

173�



東京一極主義から 
地方主義へ! 

174�



でも、 
どうやって 

? 175�



キー 
アイデア 

176	



177	

データ（地域課題=ビジネス
シーズ）へのアクセス限界
コストがほぼゼロに!	

「データ×アイデア」で勝
負する人々が集まる	

オープンデータビジネスが
興る	



ICTで 
1. 生産手段の民主化 
2. 流通手段の民主化 
3. 需要と供給のマッチング 

が可能に! 
178�



179�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

? 
流通手段の民主化 • ロングテール

の集積者 ? 
需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ ? 



地
域
の 

課
題 

180	

オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ 



181	



182�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• オープンデータカタログ
サイト 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 ? 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ ? 



オ
ー
プ
ン 

デ
ー
タ 

183	

Local 
Good 



184	



行政 

企業・ 
個人 

NPO・ 
個人 

市民 

クラウドファ
ンディング 

オープン
データ 

課題の登録 

プロボノ 

支援 

支援 

185	

データのビジュア
ライズにより課題
を明確に 

オープンデータ
の提供 

課題の登録 

自分のスキルを活か
したボランティア 

課題解決の提案 



186�

成功要因 ビジネス 事例 

生産手段の民主化 
• ロングテール
の生産者 
• 生産手段の提
供者 

• オープンデータカタログ
サイト 

流通手段の民主化 • ロングテール
の集積者 • Local Good 

需要と供給のマッ
チング 

• ロングテール
のフィルタ • Local Good 



187�

プラットフォーム 

オープンデータエコシステム 
ビジネスモデル 
Target [顧客] 

Value [提供価値] 
Profit [収益の仕組み] 

Capability [経営資源/運用] 

ロングテール=地方 
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行政データ 
DB 

★★★★★ 
オープン
データ 

BODIK 
ODCS 

[全自治体] 

★★★ 
オープン
データ 

RDF/
LOD化 

行政データ 
アップロード 

地方自治体職員 

課題 
DB 

市民 

課題 
アップロード 

アイデア 
DB 

スキル登録 

AI 
エンジン 

企業(オープンデータビジネス) 

C2B (Citizen-to-Business) BusinessMatch プラットフォーム 

★★★★★ 
オープン
データ 

★★★★★ 
オープン
データ 

BODIC.org 

ビジネス 
レコメンデーション 



最後に 
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55歳を迎えた 
むらかみは 

プラットフォーマーを 
目指します! 
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古希を迎えられた 
富田先生は何を 
目指されますか？ 
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